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町制施行40周年記念

新春落語演芸会 引3
/一⑪@⑨⑧ ( 2 月 1 日現在)

/ 口 男 女 世平等数
¥ 1 0 ， 924人 5 ， 177人 5 ， 747人 3 ， 601 戸

(仲入りでのサイン色紙抽選会)
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快適な生活環境づくり

e
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

圃
公
共
下
水
道
の
供
用
が

圃
開
始
さ
れ
る
と
つ

平
成
八
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

管
渠
敷
設
工
事
が
進
み
、
下
水

処
理
場
の
「
川
内
浄
化
セ
ン
タ

ー
」
が
完
成
す
る
と
、
い
よ
い

よ
一
部
地
域
で
供
用
が
開
始
さ

れ
ま
す
。
(
平
成
十
二
年
度
末

予
定
)

供
用
が
開
始
さ
れ
る
と
、
汚

水
を
処
理
で
き
る
区
域
を

町
が

処
理
区
域
と
し
て
公
示
し
ま
す

が
、
そ
れ
に
よ
り
、

処
理
区
域

内
の
皆
さ
ん
に
は

、

供
用
開
始

の
日

か
ら

三
年
以
内
に
水
洗
ト

イ
レ
に
改
造
す
る
義
務

(
下水

道
法
第
十

一
条
の
一
二
)と
、

排

水
設
備
を
設
置
す
る
義
務

(下

水
道
法
第
十
条
)が
生
じ
ま

す
。

圃
排
水
設
備
は
誰
が

醐
つ
く
る
の
で
す
か
?

排
水
設
備
と
は
、
家
庭
な
ど

か
ら
公
共
下
水
道
に
汚
水
を
導

く
た
め
の
宅

地
内
の
排
水
管
や

ま
す
な
ど
を
い
い
ま
す

。

町
は
、
下
水
本
管

、

マ
ン
ホ

ー

ル
、

取
付
管

、

公
共
ま
す
ま
で

を
設
置
し
ま
す
の
で
、

宅
地
内

の
排
水
設
備
は
個
人
で
設
置
し

て
く
だ
さ
い

。

(個
人
負
担
)

ｧ 

ま
で

工
事
に
つ
い
て
は
、

町
の
指

定
工
事
店
に
発
注
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す

。

聞
下
水
道
を
使
用
す
る
の

圃
に
か
か
る
費
用
は
?

皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ

く
費
用
に
は

、
受
益者
負
担
金

、

排
水
設
備
の
設
置
費
用

、

下
水

道
使
用
料
で
す
。

口

受
益
者
負
担
金

下
水
道
の
建
設
に
は
多
額
の

費
用
が
か
か
る
う
え
、
利
益
を

受
け
る
の
は
下
水
道
が
で
き
た

地
域
の
方
に
限
ら
れ
ま
す
の
で

、

建
設
費
を
税
金
だ
け
で
ま
か
な

お
う
と
す
る
と
、
下
水
道
の
な

い
地
域
の
方
に
不
公
平
な
負
担

を
か
け
て
し
ま
い
ま
す

。

そ
こ

で
、
利
益
を
受
け
る
皆
さ
ん
に
、

建
設
費
の

一
部
を
負
担
し
て
い

排水設備の設置例

!個人が補修、 点検などの管理 ; 

汚
水
ま・
す・

排水設 備
個人がつく る施設

排水設備
※雨水1<1:、つなぎ込めません。

f、 J，..... : 

取付管取 盆 i
付 iE l 

公共下水道|字寺 i
市町村がつく る施設 。

A 



快適な生活環境づくり

た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

口

排
水
設
備
費
用

く
み
取
り
便

所
を
水
洗
ト
イ

レ
に
改
造
す
る
費
用
や
、
風
呂

や
台
所
な
ど
の

排
水
を
公
共
下

水
道
へ
直
結
す
る
工
事
費
用
が

か
か
り
ま
す

。

口

下
水
道
使
用
料

公
共
下
水
道
の
使
用
が
開
始

さ
れ
る
と
使
用
水
量
に
応
じ
て

下
水
道
使
用
料
を
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

。

使
用

料
は
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
運
転
管

理
、
管
渠
の
清
掃
な
ど
の
経
費

に
充
て
ら
れ
ま
す

。

下
水
道
の
使
用
料
は
、
水
道

を
使
用
し
て
い
る
ご
家
庭
で
は

水
道
使
用
量
を
汚
水
量
と
み
な

し

、
使
用
料
を
算
定
し
ま
す
。

地
下
水
を
利
用
し
て
い
る
場

合
は

、

認
定
汚
水
量
に
よ
り
算

定
し
ま
す
。

〈問
い
合
わ
せ
先

〉

役
場
水
道
課
下
水
道
係

E
9
6
6
・
2
2
2
2

内
線
5
0

・

7
0

有
線

F
b
n
u
n
U
円
U

下水道が
使えるまでには?

0平成 8 年度管渠敷設工事スタート 。

0平成10年度より管渠敷設工事に併せて川内

浄化センターの建設を予定。

下水道工事

0平成12年度末には、一部地域で供用を開始

する予定。

長益者負担金 l
受益者負担金とは 、 下水道の整備によ っ て

利益を受ける皆さんに建設費の一部を負担

していただ く もので、す 。

供用開始

一
置レ

一4
dj

一
の

マ
備

~

一
設

一

一
水
一

一
判
。
一

• 

水洗化完了

3年以内に水洗トイレに改造し 、 公共下水

道につなぎましょう 。

(個人負担)

I使用料の納付|下水道の使用
下水道が完成しますと 、 管渠の清掃費や修

繕費のほか、 終末処理場を運営するために

多 く の費用がかかります。

この維持管理費として 、 使用者の皆さんに

負担していただくのが下水道使用料で、 す 。

... 



Town OffiωJews喧竺三三三

.
、•••••......... 

・
・

-
-

a
'

・
・
司
E
d
-
-
-
-
R
j
F
4
.

‘

h

n
・
l
l

・
-
-
こ
・
・
=

二

/
a
-
-
-
l

咽
‘
.
，
.

圃
『
4
4

・
h」
・
=
=
・
・
・

2
h
J
V
M
・

E
・
J

』

a
・
・

1
K

.
-
-
I

Z
-
-
:
-
-
-

ー
ー
‘

E
E
F

』

F
4

・
・
.
，
』
・

V
2
月
幻
日
か
ら
高
速
パ
ス
の
り
ば
が
変
わ
り
ま
す

V

一
一月
二
十
六
日
に
四
国
縦
貫
松
山
自
動
車
道
川
内

・

伊
予
聞
が
開
通
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
高
速
パ
ス

(
東
京、
大
阪
、
岡
山
、
高
松
行
)
の
路
線
が
変
更
と
な

り
、
二
月
二
十
七
日
よ
り
松
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

ら
乗
り
入
れ
と
な
り
ま
す

。

現
在
、
川
内
町
内
に
あ
る

二
カ
所
の
高
速
パ
ス
の
り

ば
(
伊
予
鉄
川
内
営
業
所
・
川
上
農
協
前
)
は

、

二
月

二
十
六
日
を
も

っ

て
廃
止
さ
れ
、
二
月

二
十
七
日
か
ら

川
内
イ
ン
タ

ー

チ
ェ

ン

ジ

入
口
(
川
内
イ

ン
タ

ー

)
に
変
わ
り

ま
す
。

そ
こ
で
、

川
内
町

は
、
高
速
パ
ス
利
用

者
の
利
便
を
図
る
た

め

、
川
内
イ
ン
タ
ー

チ
ェ

ン
ジ
の
東
側
に

無
料
駐
車
場
を
設
け

ま
し
た

。

ご
利
用
く

だ
さ
い
。

2月 26日まで

川内営業所
東京・大阪線

川内インタ一西
(J II上農協前)
岡山・高松線

ーミエ
2月 27日以降

川内インタ一
東京・大阪線

岡山・高松線
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ω さくら咲く

、九h必島根県木次町(姉妹町) む
OL を訪ねてみませんかゲ

木次町と姉妹町縁組(昭和62年 4 月調印)を

してか ら、今年で10周年を迎えます。

川内町では、この10周年を記念 し 、 町民を

対象とした視察研修の参加者を募集 します。

(募集要綱は 、 右記のとおり)

はいって安心F 月'-----'-""" _(\'こL
あなたも…そして、わたしも 司」づ 刀7?.:_~ A 
宍温側室主土ご客，- l:of.:F-寸~
λ坦大ロハ府~: ((!~)

みんなで加入しよう! 0 '-.._../:Q \乙 令

市町村交通災害共済は、不幸に して交通災害を受けた時、

少 しの掛け金で見舞金を受け取ることができる制度です。
車を運転される方はもちろん 、 特にお年寄り ・ 子供を

含め 、 家族そろって加入されるようおすすめします。

口加入資格
川内町に住民票(平成 9 年 4 月 1 日現在) のある方
ただし 、 学生等でIIIT外 に出ている方も 、扶養義務者が
加入する場合は加入できます。

口共済掛金 ( 1 人年額)
一 般 的O円

中学生以下 250円 ( S 57 . 4.2 以後 に生 まれた人)
口共済期間
平成 9 年 4 月 1 日 から平成10年 3 月 31 日まで

口加入申込
各区長 さ んまたは 、 役場総務課で受け付けします。

~ 

口参加資格
0川内町 lこ住所を有する方。
0木次町へ行っ た ことのない方。

020歳以上の方。
0 1 世帯 l 人 。

口研修 日
4 月 11 日幽- 13 日 (日) 2 泊 3 日

口費用
自己負担金 2 万円

口募集人員

40名
口受付期間

3 月 3 日 (月)- 3 月 1 7 日 (月)

口申込み
申込み用紙は、川内町役場企画調整課に
あります。

口参加者決定
受付期間終了後、参加資格を審査の上、
本人宛に通知 します。 なお、 応募者多数

の場合は、抽選により決定します。
口申込書提出先
企画調整課 fi 966-2 222 有線2111

等級 災害の程 度 金額

死 亡 1 00万円

2 医師の治療実日数 360日以上の傷害 20万円

3 医師の治療実日数 1 80日以上の傷害
360日未満

17万 5 千円

4 96日以上
医師の治療実日数 180 日未満の傷害 15万円

5 医師の治療実日数 80日以上の傷害
96日未満

1 2万 5 千円

6 医師の治療実日数 64日以上の傷害
80日未満

1 0万円

7 医師の治療実日数 48日以上の傷害
64日未満

7 万 5 千円

8 医師の治療実日数 32日以上の傷害
48日未満

5 万円

9 医師の治療実日数 16日以上の傷害
32日未満

3 万円

10 7 日以上
医師の治療実日数 16日未局の傷害 1 万円
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臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
が
E

」

支
給
さ
れ
ま
す

ー
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
臨
時
特
例
措
置

1

今
回
の
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
に
伴
い
、

老
齢
福
祉
年
金
の

受
給
者

、

高
齢
の
低
所
得
者

、

低
所
得
の
在
宅
ね
た
き

り
老
人

等
に
臨
時
福

祉
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
に
は

①
臨
時
福
祉
給
付
金

、

②
臨
時

介
護
福
祉
金

、

③
臨
時
特
別
給

付
金
が
あ
り
ま
す
。

口

臨
時
福
祉
給
付
金

①
支
給
対
象
者

・

平
成
九
年
二
月
一
日
に
お

け
る
同
月
分
の
老
齢
福
祉

年
金
受
給
者

-

障
害
基
礎
年
金
の
う
ち
旧

障
害
福
祉
年
金
に
相
当
す

る
も
の
の
受
給
者

-

遺
族
基
礎
年
金
の
う
ち
旧

母
子
・
準
母
子
福
祉
年
金
に

相
当
す
る
も
の
の
受
給
者

-

児
童
扶
養
手
当
受
給
者

-

障
害
児
福
祉
手
当
受
給
者

.

特
別
障

害
者
手
当
受
給
者

.

福
祉
手
当

(経
過
措
置
八
刀
)

受
給
者

-

原
子
爆
弾
被
爆
者
諸
手
当

受
給
者

-

平
成
九
年
二
月

一
日
に
お

け
る
同
月
分
の
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
に
係
る

障
害
児

※
た
だ
し
、
支
給
対
象
者

の

う
ち
、

生
活
保
護
受
給
者

、

社
会
福
祉
施
設
入
所
者
等
に

つ
い
て
は

、
そ
れ
ぞ
れ
の
制

度
を
通
じ
て

別
途

一
時
金
が

支
給
さ
れ
る
の

で
、
臨
時
福

祉
給
付
金
の
支
給
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん

。

②
支
給
額

支
給
対
象
者

一
人
に
つ
き一

万
円

口

臨
時
介
護
福
祉
金

①
支
給
対
象
者

平
成
九
年
二
月

一
日
現
在
で
、

町
民
税
の
所
得
割
の
納
付
す

べ
-
き
額
が
な
い
者
(
そ
の
者

が
他
の
者
の
控
除
対
象
配
偶

者
又
は
扶
養
親
族
の
場
合
は

当
該
他
の
者
の
町
民
税
の
所

得
制
の
納
付
す
べ
き
額
が
な

い
場
合
。
)
又
は
生
活
保
護

受
給
者
で

、

次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者

-

六
十
五
歳

以
上
の
ね
た
き

り
又
は
痴
呆
の
者
で
あ
っ

て
常
時
介
護
を
要
す
る
状

態
が
六
カ
月

以
上
継
続
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
者

.

障
害
児
福
祉
手
当
受
給
者

.

特
別
障
害
者
手
当
受
給
者

.

福
祉
手
当
受
給
者

た
だ
し
、
支
給
対
象
者
の

※ 

支
給
対
象
の
方
は
、

印
か
ん
と

年
金

、

手
当
を
受
給
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

証
書
等
を
ご
持
参
の
う

え
、

三
月

二
十

五
日
ま
で
に
役
場
福
祉
課
で
支
給
申
請

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
限
ま
で
に
、
申
請
が
な
い

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
忘
れ
ず

に
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い

。

{問
い
合
わ
せ

先
}

川
内
町
役
場
福
祉
課

8
9
6
6

・
2
2
2
2

う
ち
、

病
院
等
に
継
続
し
て

三
カ
月

を
超
え
て
入
院

(入

所
)
し
て
い
る

者
や
村
会
福

祉
施
設
入
所
者
は
、
在
宅
介

護
の
支
援
と
い
う
臨
時
介
護

福
祉
金
の
趣
旨
か
ら
支
給
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん

。

②
支
給
額

支
給
対
象
者

一
人
に

つ
き

三
万
円

口

臨
時
特
別
給
付
金

①
支
給
対
象
者

平
成
九
年
二
月
日
に
お
い

て
、
個
人
の
町
民
税
の
納
付

す
べ
き
額
が
な
い
年
齢
六
十

五
歳
以
上
の
者
(
そ
の
者
が

他
の
者
の
控
除
対
象
配
偶
者

ロ
M
I
J

5

に

;
2

で

u

月
ま

又
は

扶
養
親
族
の
場
合
は

、

当
該
他
の
者
の
個
人
の
町
民

税
の
納
付
す
べ
き
額
が
な
い

場
合
。
)
で
あ
っ
て
、
臨
時
福

祉
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
者

※
た
だ

し

、
支
給
対
象
者
の

う
ち
、
生
活
保
護
受
給
者
、

社
会
福
祉
施
設
入
所
者
等
に

つ
い
て
は

、
そ
れ

ぞ
れ
の
制

度
を
通
じ
て
別
途

一
時
金
が

支
給
さ
れ
る
の
で
、
臨
時
特

別
給
付
金
の
支
給
対
象
と
は

な
ら
な
い

。

②
支
給
額

支
給
対
象
者

一
人
に

つ
き一

万
円

.. 

有
線
2

1

3
3
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急
い
で
ノ
・
急
い
で
/

第
三
号
被
保
険
者
特
例
届
出

厚
生
年
金
保
険
と
共
済
組
合

の
加
入
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
の
方
で
、
二
十
歳
以
上

六
十
歳
未
満
の
方

は
、
国
民
年

金
第
三
号
被
保
険
者
と
な
り
ま

す
。

例
え
ば
、
厚
生
年
金
保
険
に

加
入
の
夫

に
扶
養
さ
れ
て
い
る

場
合
、
妻
は
第

三
号
被
保
険
者

に
な
り

、

厚
生
年
金
保
険
に

加

入
す
る
妻
に
夫
が
扶
養
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
夫
が
第
三
号
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
は

、

そ
れ

に
該
当
し
て
い
た
と
し
て
も
、

国
民
年
金
の
担
当
窓
口
に
届
け

出
が
さ
れ
て

い
な
い
と

、

保
険

料
納
付
済
期
間
と
は
な
り

ま
せ

ん
。ま

た

、
届
け
出
が
遅
れ
た
と

き
は

一
番
近
い
二
年
間
に
限
り
、

さ
か
の
ぼ
っ

て
保
険
料
納
付
済

期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
そ

れ
以
前
の
期
間
は
時
効
の
関
係

で
第
三
号
被
保
険
者
未
納
期
間

と
な

っ
て
し
ま
い
ま
す

。

し
た

が
っ
て

、
将
来
年
金
を
受
け
取

る
と
き

に
年

金
額
が
少
な
く

な

っ
て
し
ま
い
ま
す

。

と
こ
ろ
が

、
国
民
年
金
法
等

の
改
正
に
よ
り

、

こ

の
第
三
号

被
保
険
者
未
納
期
間
の
特
例
届

出

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
過
去

に
届
出
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

り

、
届
出
が
遅
れ
た
た
め
に
第

三
号
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
未

納
と
な
っ
て
い
た
期
間
に
つ
い

て

、
特
例
届
出
を
平
成
九
年
三

月
末
ま
で
の
聞
に
行
え
ば
、

二

年
間
に
限
ら
ず
第
三
号
被
保
険

者
制
度
が
で
き
た
昭
和
六
十

一

年
四
月
以
降
の
第

三
号
被
保
険

者
に
該
当
し
た
す
べ
て
の
期
聞

が
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と
し

て
計
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し

た
。

第
三
号
被
保
険
者
の
特
例
届

出

は
す
で
に
年
金
を
受
け
て
い

る
方
や

、

六
十
五
歳
を

過
ぎ
て

い
て
も
年
金
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
期
聞
が
足
り
な
い
た
め

、

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
方
も
対

象
に
な
り
ま
す

。

届
出
に
よ
っ

て
年
金
額
が
増
え
た
り
、
受
け

る

こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す

。

あ
と

一
カ
月
余
り
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

特
例
届
出
を
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
急
い
で
川
内
町

役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

。

一問
い
合
わ
せ
先

川
内
町
役
場
福
祉
課
年
金
係

8
9
6
6

・
2
2
2
2

有
線
2
1
3
3

第3号被保険者
第2号被保険者に扶

聾されている配偶者

(被扶養配偶者)

国民年金保険料や
国民年金基金の掛金は
社会保険料控除として

控除されます。

一
一月
イ
七
日
か
ら

三
月
十
七

日
は
所
得
税
の
確
定
申
告
時
期

で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
や
国

民
年
金
基
金
の
掛
金
は
、
所
得

税
の
確
定
申
告
を
す
る
と

き
に

「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て

、

全
額
が
課
税
対
象
か
ら
差
し
引

か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

。

控
除
の
対
象
に
な
る
の
は
、

平
成
八
年
一
月
か
ら
十

二
月
の

聞
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
や
掛

金
で
、
ご

自
身
の
保
険
料
や
掛

金
は
も
と
よ
り

、
生
計
を
同
一

に
す
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
親

族
(別
居
中

の
大
学
生
も
含
む
)

が
負
担
す
べ
き
保
険
料
を
納
め

て
い
る
場
合
に
は
そ
の
保
険
料

も
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

。

給
与
所
得
者
の
場
合
は
、
年

末
調
整
時
の
「
保
険
料
等
控
除

申
告
書
」
に
記
入
す
る
こ
と
に

よ
り
手
続
き
は
終
り
ま
す
が

、

年
末
調
撃
を
受
け
ら
れ
な
か

っ

た
方
や
申

告
書
に
記
入
漏
れ
が

あ
っ
た
方
は
、
住
所
地
の
税
務

署
に
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る

こ
と
に
よ
り
控
除
が
う
け
ら
れ

ま
す
。

ま
た

、
過
去
に
納
め
忘
れ
て

い
た
保
険
料
を
納
め
た
り
、
免

除
を
受
け
て
い
た
期
間
の
保
険

料
を
納
め
た
場
合
な
ど
も
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

一問
い
合
わ
せ
先

川
内

町
役
場
福
祉
課
年
金
係

又
は

税
務
課
ま
で

合
9
6
6

・
2
2
2
2

「
1

(福
祉
)
2
1

3
3

色
村
長
吋

?

j

(税
務
)
2
1
2
1

A 



企文化財防火訓練

1 月 26 日 、 三島神社(保免) で文化財防

火訓練が行われました。

東温消防署、 消防団、地元の方約30人

が参加 して 、 消火栓を使つての放水訓練

や消火器による消火訓練など、寒 さの中、

真剣に取り組んでいました。

雪が舞う 2 月 2 日 、東奇合同学芸会、西省

合同学芸会、 川上幼稚園おゅうぎ会が行われ

ました。

あいにくの天候でしたが、 どの会場も楽し

みにしていた保護者でいっぱいでした。

力~要。

冨ν派ート

‘川内保育園で豆まき

2 月 3 日 、 川内保育園で節分行事の豆まき

が行われました。

園庭で先生が豆をいっ たり、いわしの頭を

焼いたりするのを不思議そうにのぞき込む子

どもたちの姿が印象的でした。

A 



少年式砂

2 月 4 日 、 川内中学校で少年式が行わ

れ、 1 4歳の春を迎えた 2 年生 1 4 1 名の人

生の節目を祝いました。

今年の少年式記念行事は 、 翌日、久万

スキーランドで 「スキーに挑戦」で した 。

司〉 ‘木次町より桜の苗木
2 月 6 日、木次町より町の職員13名カf行政視察

のため采町しました。

来町記念に笹部桜 ( ささべざくら ) の苗木をいただ

き、さ っ そく中央公民館前に記念植樹しました。

この笹部桜は 、 全国に 1 000本しかない貴重な桜

です。 両町の友好のあかしのこの桜を大事に育て

ていきましょう 。

第 5 回駅伝競走大会砂

2 月 9 日 、駅伝競走大会が川上小学校で行われました。

一般、 中学生、小学生の力走の結果は 、 以下のとおり

です。

区分 {憂 勝

A→生Zー. 

男子
川上スポーツ少年団
サ ッ カ一部 A

女子
川上スポツ少年団
ミニバスケットポール部

ふ守生中主tーh 

男子
川内中学校
駅伝部

女子
川内中学校
バスケ ッ トポ ル部

一 般 愛媛突っ走ろう会

準優勝

川上スポ ツ少年団
ソフトボール昔日A 

川上スポーツ少年団
ハレーポール部

川内中学校
野球部 A

川内中学校
ハレーポール部A

し-----

第 3 位

川上スポ ツ少年団
バドミントン部

川上スポーツ少年団
ハドミントン部

川内中学校
剣道部

川内中学校
パレポル部B

し-----

‘落語演芸会

.. 

2 月 1 3 日 、 町制施行40周年を記念して中

央公民館で落語演芸会が開催されました。

林家木久蔵、林家こん平両師匠のたくみ

な話芸に集まった約500人の聴衆は、終わり

まで笑いどおしでした。



ゆ
画
面
画
圏
直
面
閉

みんなの広場に登場していただく

方を募集しています。
「こだわり人生J rまちの話題J rわ

が家の愛ドル」などのほか身近な
ニュース、情報を役場総務課広報
係までと一報くださし 1。

n966-2222 有線2111

(ヰヒ八幡)

会若林 幸さん (16歳)

一
月
十
九
日
開
催
さ
れ
た
愛
媛
県
高
校
柔
道
選
手

権
大
会
に
お
い
て
、
済
美
高

校
一
年
生
の
若
林
幸
さ

ん
(
北
八
幡
)
が
女
子
柔
道
四
十
八
キ
ロ
級
で
優
勝
し
、

三
月
十
八
日
1

二
十
日
に
東
京
で
行
わ
れ

る
全
国
高

校
柔
道
選
手
権
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た

。

若
林
さ
ん
は
、
四
歳
か
ら
柔
道
を
は
じ
め
、

小
学

六
年
生
ま
で
ず
っ
と
柔
道
一
直

線
。

中
学
時
代
は
陸

上
部
に
所
属
し
、
中
距
離
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
活
躍

(小

学
生
の
頃
か
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
ほ
と
ん
ど
一
番
)

し
た
ス
ポ

ー

ツ
ウ

ー
マ

ン
で
す
。

清
美
高
校
に
入

っ

て
か
ら
は
悩
ん
だ
末

、

柔
道
部

ヘ
入
部
。
柔
道
を
再
開
し
て
の
今
回
の
快
挙
で
す
。

「
い
い
指
導
者
や
よ
き

先
輩
、
同
輩
に
固
ま
れ
て
充

実
し
た
高
校
生
活
を
お
く
つ
て
い
ま
す
」
と
語
る
若

林
さ
ん
は

、
と
て
も
輝
い
て
見
え
ま
す

。

全
国
大
会
に
向
け
、
抗
練
習
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
お
じ

ゃ

ま
し
て
写
真
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
華
客
に
み
え
る
体
に
秘
め
た
パ
ワ
ー
と
精
神

力
で

全
国
大
会
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い

。

霊
峰
を
仰
ぎ
径
れ
ば
樹
氷
林

咳
止
ま
り
え
の
寝
顔
の
安
堵
か
な

か
さ
揚

の

中
の
香
り
や
蕗
の
茎

国
内
花
や
京
の
老
舗
の

昔
菓
子

大
家
や
さ
ゆ

ら
き
も
な
さ

竿
の
も
の

雪
析
や
一
一
郷
瓜
の
泣
く
ば
か
り

生
真
面
目
な
人
に
添
ひ
け
り
根
深
汁

一
ト
日

づ
っ
延
ば
す

用
事
や
冬
寵

雲
間
よ
り
洩

る
る
薄

日
や
来
牡
丹

我
え
に
挨
拶
の
子
や
お
年
玉

細
々
と
近
況
絞
り
年
賀
状

一
堂
の
町
穏
や
か
に
初
景
色

結
い
初
の
様
え
匂
ふ
し
女
か
な

嫁
入
り
の
前
ど
り
写
真
初
島
田

平
拘
引の
喉
の
乾
さ
や
夫
、
の水

表川吟社
1 月例会蝿省選

i皮
告F

戸、
司、

樹

菅
野

J., 
J.f 

大
下

典
子

渡
部
て
る
み

樋
ロ

文
子

h
‘
.

‘
‘
.
開
・
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・
凶
・
・
・
・
・
・

;
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j
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7
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町
一
語

読
書
感
想
文

全
国
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞

第
四
十

二
回
青
少
年
読
書
感
想

文
全
国
コ
ン
ク

ー

ル
で
、
松
山
東

高
校
二
年
、
久
米
理
恵
さ

ん
(
市

場
)
が
優
秀
の
毎
日

新
聞
社
賞
を

受
賞
し
ま
し
た

。

全
国
の
高
校
二

、
七
九
三
校
、
四

三
万
二
、
七
二
四
点
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
久
米
さ
ん
の
読
書
感
想
文
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
時
の
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
ユ
ダ
ヤ
人
強

制
収
容
所
で
、

自
分
の
人
生
を
犠

牲
に
し
て
活
動

す
る
コ
ル
チ
ャ

ッ
ク

氏
を
描
い
た

「
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
先
生
」
(
課
題
図

書
)
を
読
ん
で
の
も
の
で
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
時

の
目
を
背

け
た
く
な
る
事
実
に
真

正
面
か
ら

向
き
合
い

、

人
間
の
尊
厳
と
は
、
本

当
の
人
権
と
は
を
真
撃

に
考
え
、
感
じ
た
ま
ま

を
文
章
に
し
た
久
米
さ

ん
の
感

想
文
に
は
、
久

米
さ
ん
自
身
の
生
き
方

が
し
っ
か
り
語
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

「
医
師と
し
て
国
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し

て
み
た
い
」
と
語
る
久
米

さ
ん
に
は

、

し
っ
か
り
と

未
来
が
見
え
て
い
ま
す
。

内
V

新
年
へ
篭
城
す
る
気

市
場
篭

あ

せ
る
ま
い
急

く

ま
い
今
年
丑
の
新
春

M吹
か
け
る

日
記
の

中
は
秘
密
め
く

年
始
同
た
り，財
布
の

中
が
軽
く
な
り

末
っ

子
の

育
児
日
記
は
メ
モ
程
度

文
換
日
記
あ
の
日
あ
の
時
あ
の
お
下
げ

住
所
不
明

の
判
こ

で
年
賀
奔
い
反
り

戸
籍
簿
の
よ
う
に
年
賀
に
名
を
述
ね

新
刊
書
匂
い
嬉
し
い
今
日
雨
読

お
年
賀
に
来
た
子
が
誘

7

カ
ル
タ
取
り

九
文
字
が
ま
だ
扶
け
切

ら
ぬ

新
入
社

三
月
例
会
ご
案
内

川柳もづく吟社
1 月例会喜撰亭選

I奇

岡

紫

佐
々
木
胡
舟

波
部
佐
久
良

回
乃
岡
田

州

都
築
時金
貴
子

山
本
ひ
ろ
・
志

平
岡

〉家

舟

田

中

若
本

山

本

紫
主音

篠
森
美
登
里

高
瀬
喜
旗
亭

-
三
月
一
日

出
午
後
七
時
よ
り

・
中
央
公
民
館
三
階

圃
①
残
る
②
巻
く
③
掛
け
る
④
石
鹸

月

一
回
の
句
会
で
す
。

新
し
い
仲
間
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

。



⑧⑧⑧⑧ 

「
川
内
町
同
和
教
育
研
究
大
会
」
よ
り

児
童
人
権
作
文
④

川上小学校 6 年

子雅高

ガ
ラ
ス
の
心
を
わ
ら
な
い

み
な
さ
ん
は
「
い
じ
め
」
を

正
し
く
説

明
で
き
ま
す
か

。

私

は
、

そ
う

聞

か
れ
で
も
答
え
ら

れ
ま
せ
ん

。

正
し
く
は
『
強
い

者
が
弱
い
も
の
を
苦
し
め
た
り
、

困
ら
せ
た
り
す
る
こ
と

』
な
の

だ
そ
う
で
す

。

で
は
、
本
当
に

い
じ
め
る
人
は
強
く
、
い
じ
め

ら
れ
る
人
は
弱
い
の
で
し
ょ
う

か
。

私
は
少
し
ち
が
う
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

私
が
二
年
生
の
時
、
始
め
て

学
校
の
中
で
年
下
の
お
友
達
を

む
か
え
ま
し
た
。
な
ん
だ
か

、

と
び
き
り
の
お
ね
え
さ
ん
に
な
っ

た
よ
う
で

、

少
し
う
れ
し
か

っ

た
ん
で
す
。

だ
け
ど
、

一
人
の

女
の
子
の
涙
が
、
私
の

心
を
黒

い
え
の
ぐ
で
ぬ
り
つ
ぶ
し
た
の

で
す
。

そ
の
子
に
何
か
を
言
わ
れ
た

わ
け
で
は
な
か

っ
た
し

、

ど
う

し
て
泣
い
て
い
る
の
か
聞
い
た

わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

。

で
も
、
私
も
?
り
い
気
持
ち
に

介
。
n
ノ
本
4
F
fし
れ
~。

そ
の
時

、

私
は
そ
の
子
か
ら

の
S
O
S

を

心
に
感
じ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
子
の
た
め

に
私
は
、
数
人
の
友
達
と
少
し

だ
け
力
を
か
し
て
あ
げ
ま
し
た

。

そ
の
子
の
顔
は

、

今
は
な
ん
だ

か
大
き
な

花
を
さ
か
せ
て
い
ま

す
。

い
じ
め
る
人
は
な
ぜ
、
い

じ
め
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か

。

『
き
ら
い
だ
か
ら

:

。
』
こ
の

理
由
で
い
じ
め
て
し
ま
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、

い
じ
め
じ
ゃ
な
く
て
も
、
よ
く

聞
く
言
葉
だ
と
思
い
ま
す

。

実

際
、
こ
ん
な
え
ら
そ
う
な
こ
と

を
書
い
て
い
る
私
も

、

時
々

心

の
中

で
、

「
あ
の
子

、

き
ら
い
な
ん
だ
よ

な
あ
。

」

与
と
7
4句
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

だ
け
ど
、
少
し
で
も
い

い
か

ら
、

そ
の
子
の
い
い
所
を
見
つ

け
よ
う
と
思
い
ま
す
。
だ
っ
て

一
人

、

一
つ
は
い
い
所
を
も
っ

て
い
る
か
ら

。

ま
ず
、
い
じ
め
る
人
は
そ
の

人
の
い
い
所
さ
が
し
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う

。

た
と
え
一
つ
で
も
、

そ
の
人
の
見
方
が
変
わ
る
と
思

い
ま
す
'
。

『
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
か
ら

・
・
-』

こ
ん
な
理

由

で
、

友
達
を
い
じ

め
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か

。

私
は
、
こ
ん
な
人
は

、

ム
不
当
の

弱
虫
だ
と
思
い
ま
す

。

自
分
の

つ
ら
い
こ
と
、
こ
わ
い
こ
と
に

背
を
向
け
て
い
ま
せ
ん
か

。

そ

し
て
そ
の
気
持
ち
を
ま
ぎ
ら
わ

つ
の
心
に

、

傷
を

す
た
め
に
一

つ
け
る
。

一
番
は
じ
め
の
疑
問
。
い
じ

め
る
人
は

、

本
当
に
強
い
の
か

。

そ
の
答
え
は

、

分
か
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

そ
れ
じ

ゃ
、

い
じ
め
ら
れ
る

人
は
弱

虫
な
の
で
し
ょ
う
か

。

何
を
言
わ
れ
て
も

、

だ
ま
っ

た
ま
ま
た
え
て

。

何
を
や
ら
れ

で
も
、
が
ま
ん
し
て

。

自
分
の

心
の
中
の
言
葉
を
こ
ろ
し
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

「
や
め
て
。

」

こ
の

一
言
を
言
え
た
ら

、

少
し

は
変
わ
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

私
は
、
い
じ
め
ら
れ
た
事
が

あ
り
ま
せ
ん

。

だ
か
ら
本
当
に

ど
れ
だ
け
つ
ら
く
、
苦
し
い
の

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、

一
言
、
言
う
と
す
る
の
な
ら
、

自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
て
下
さ

い
。

勇
気
を
も
っ
て
気
持
ち
を

伝
え
て
下
さ
い

。

私
が
一
三
守
え
る

の
は

、

こ
ん
な
こ
と
し
か
あ
り

ま
せ
ん

。

自
分
の
気
持
ち
を
吾

一

弱
虫
な
ん
か
じ

や

な
〈
て
、
本

当
の
強
い
心
に
な
れ
る
は
ず
で

み9
0私

は
、

ク
ラ
ス
の
み
ん
な
と

生
活
し
て
い
て
、
一
つ
見
つ
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

言
葉
は

、

友
達
を
は
げ
ま
し

た
り
、
勇
気
づ
け
た
り
、
心
の

傷
に
と
っ
て
大
切
な
く
す
り
で

す
。
失
敗
を
し
て
、
す
ご
く
つ

ら
い
時

、

「大
丈
夫
だ
よ

。

」

友
達
が
言
っ

て
く
れ
る
の
で
す

。

た

っ

た

七
文
字
の
中
に

、

た
く

さ
ん
の
優
し
さ
が
入

っ
て
い
ま

!
レ
h
~。

こ
ん
な

心
の
く
す
り
が
、

逆

に
心
の
傷
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

言
っ
た

本
人
は

、

傷
つ
け
た

つ
も
り
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど

、

言
わ
れ
た
側
に
し
て

み
る
と

、

本
当
に
痛
い
傷
に
な

っ

た
り
。

言
葉
は

、
人
と
人
の
心
を

つ

な
ぐ
大
切
な
も
の
で
す

。

し
か

し

、

そ
の
言
葉
、
が
人
を
傷
つ
け

ヲ
匂
こ
ん
干
も
&
め
λ
ω
》
」
い
・フ
こ
ト
」

、

忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

」
。，

ク
ラ
ス
の
三
十
数
人
の
友
達

ゃ
、
私
の
問
り
の
人
達
と
上
手

に
過
ご
す
た
め
に
は

、

人
の
心

が
と
っ
て
も
も
ろ
い
と
い
う
事

、

知
っ

て
お
く
の
が
大
切
で
す

。

ガ
ラ
ス
の
よ
う
に

、

キ
レ
イ

な

心
は
、
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
割

れ
や
す
い

。

ど
ん
な
に
強
が

っ

て
い
る
人
も
、
も

っ
て
い
る

心

は
ガ
ラ
ス
で
す

。

私
は
自
分
の
こ
と
よ
り
も
先

に
、
人
の
心
を
考
え
る
、
広
い

心
を
も
ち
た
い

。

そ
し
て
、
友

達
の
心

の
傷
を
少
し
ず
つ
、
少

し
ず
つ

、

言
葉
の
く
す
り
で
治

し
て
い

っ

て
あ
げ
た
い
と
思
い

キ
ふ
み90

み
ん
な
一

人

一
人
が
相
手
の

こ
と
を
考
え
て
生
活

し
て
い
く

と
、
カ
ラ
ス
の
心
と
ガ
ラ
ス
の

心
が
、

一
本
の
糸
で
結
ぼ
れ

る

と
思
い
ま
す

。



⑥⑫⑧⑧ 
川
上
小
学
校
で

人
権
劇

一
月
三
十
日
、
川
上
小
学
校

体
育
館
で
全
校
児
童
を
集
め

、

人
権
劇
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
一
月

二
十

一
日
の

参
観
日
に
五
年
竹
組
の
児
童
が

保
護
者
の
前
で
演
じ
た
人
権
劇

で
す
。

た
い
へ
ん
好
評
で
「
ぜ
ひ
、

全
校
児
童
に
も
見
せ
て
や
り
た

い
」
の
声
に

、

一
月

三
十
日
の

朝
礼
の
時
間
に
再
度
上
演
さ
れ

ま
し
た

。

ク
ラ
ス
で
の
い
じ
め
を
自
分

た
ち
で
解
決
し
て
ゆ
く
ス
ト
ー

リ
ー
で
、
集
ま

っ
た
児
童
も
真

剣
な
ま
な
ざ
し
で
見
て
い
ま
し

た
。

「
い
じ
め
は
い
け
な
い
」
と

い
う
こ
と
は

、
こ
と
ば
で
は
わ

か
っ
て
い
て
も
、
自
分
の
行
動

や
言
動
が
い
じ
め
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
自
身
が

認
識
し
て
い
な
い
。

そ
の
た
め

、

こ
の
よ
う
な
人
権
劇
で
人
権
に

つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に
考
え

さ
せ
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
人
権
劇
を
学
校

だ
け
で
な
く

、
町
全
体
の
舞
台

で
一
度
上
演
し
、
み
ん
な
で
人

権
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
も

て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

砂桜学級町外研修‘ 3 月 6 日休)

回収している牛乳パック再生工場を見学してリサイクル製品に、私た ちはどう対処すべきかを考

えたいと思います。

まだ申し込まれていない方でご希望の方はfi'966-2301 山本までお電話ください。

惨 3 月 EMボカシづくり~ 3 月 30 日 (日) 午後 7 時半 中央公民館 3 階

ボカシ効果には最適の気温です。 まだ使っていない方や失敗の経験のある方も、挑戦してみて く ださい。

砂 書き損じはがき 、出 しそびれはがき集めに、沢山のご協力をいただきありがとうございました。

お金にかえて川内町社会福祉協議会まごころ銀行へおくらせていただきました。

婦
人
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
年
も
三
月

二
目

、

消

防
出
初
式
が
重
信
町
で
行

わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
写
真

は
、

昭
和
四
十
年
代
後
半

に
行
わ
れ
た
消
防
出
初
式

(重
信
町
)
の
写
真
で
す
。

当
時
は

、

可
搬
ポ
ン
プ

を
台
車
に
積
み

、
分
列
行

進
を
行
い
ま
し
た
。

A 
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外
出
か
ら

帰
っ
た
ら

う
が
い
を

し
ま
し
ょ
、
っ

f

②
年
齢
は
お
お
む
ね
印
歳
ま

一

で
と
す
る

①
経
験
の
有
無
は
間
わ
な
い

一

口
募
集
人
員

和
裁
科
目
名
一

吉
井
式
早
縫
和
裁
科
別
名
一

一
口
習
得
期
間
及
び
習
得
時
間

平
成
9

年
4

月
上
旬
か
ら
平
一

成
叩
年
3

月
下
旬
ま
で
の
1

一

カ
年
間

①
和
裁
科

毎
日

9

時
l

M
時
ま
で
一

(た
だ
し
、
土

・

日
、
祝
日
一

及
び
7

月
幻
日
か
ら

8

月
一

白
日
、
ロ
月
お
日
か
ら
翌

一

年
1

月

7

日
ま
で
は
休
日

と
す
る

)

②
吉
井
式
早
縫
和
裁
科

毎
週
月
曜
日
と
水
曜
日

叩
時
i

M
時
ま
で

一

(た
だ
し
、
そ

の

日
が
祝
日

一

の
場
合
は
休
日
と
す
る
)

一
口
実
施
場
所
・
問
い
合
わ

せ
先

松
山
市
中

一
万
町
7

の
3

一

愛
媛
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ

ー

E
9
3

1

・

1

0
2
2

一

一
口
受
講
料

無
料

一
口
申

し
込
み
方
法

3

月
比
日
幽
ま
で
に
履
歴
書

、

一

印
か
ん
ご
持
参
の
う
え

、
川

内
町
役
場
福
祉
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

「寸

桓 相い
菅 談じ
蒔室め

な
や
み

毎
週
水
眼
目

8

時
半
1

口
時

中
央
公
民
館

2

階

山
崎
孝
志

教
育
相
談
員

口
相
談
電
話

有
線
6
0

1

0

8
9
6
6

・

6

1

5
0

口
相
談
場
所

口
相

談
員

A 

3月 1 日 -7 日

春の全国火災予防運動
全国山火事予防運動



ごみ収集区域・ごみ収集日
が変わります/

太字(ゴシック体)の部分が変更になる収集区域・収集日です。

0ちえI~ごみ 0打'ラス類・空き缶類

収集曜日 9 年度収集区域 収集l曜日 区分 9 年度収集区域

東谷 ・ 土谷 ・ 滑川
月-木 西谷 (井内を含む)・奥松瀬川

天神(山田団地を除く)

第 2 月曜 ガラス類 東谷 ・土谷・滑川
ー-.--ー曙畢ーー司'・-- 骨骨-- ーーー・・ー ー ーーーー 西谷 (井内を含む) ・奥松瀬川
第 4 月曜 空き缶類 天神 (山田団地を除く)

火 ・ 金 北方 ・ 南方
第 2 火l曜 ガラス類
ー・------・ーー・ーー- ー・ーーー ・ーー・--- --- 北方 ・ 南方
第 4 火l曜 空き缶類

前松瀬川(鳥の子を含む)
水 ・ 土 横灘団地・山田団地

町筋(天神 を除く)

第 2 水l曜 ガラス類 前松瀬川(鳥の子を含む)
ーーー ーーー ーーーーーーーーー ・ー 横灘団地・山田団地
第 4 水11程 空き缶類 !IIJ筋(天神を除く )

0有資源ごみ・粗大ごみ

区分 収集月 曜日

有資源 偶数月 第 3
ーー-ーー骨骨 噌園" ・F ・ '・ー----司・ー司司F 宇

粗大 奇数月 月曜

有資源 偶数月 第 3
ーー-ーーーーー ーーー

粗大 奇数月 火曜

有資源 偶数月 第 3
ーーー-_---ー耳 目"

粗大 奇数月 水曜

9 年 度収集区域

東谷 ・土谷・滑川
西谷 (井内を含む)・奥松瀬川
天神(山田団地を除く)

北方 ・ 南方

前松瀬川 (鳥の子を含む)
横灘団地・山田団地
町筋(天神を除く)

隣り町の重信町では昨年12月からごみ指定袋制度がスター卜

しましたが、重信町のごみ集積場から川内町のごみと思われ

るごみ袋が数個発見されました。 こ.み出しマナーを守って、

指定されたごみ集積場にごみを出してください。

も
。

0新聞、 雑誌、 紙類はもやさずに有資源の日に出しましょう。

0絶対にもやさないでグ

スチロール皿、 ビニール、ゴムを

A 



ロイベント ロ講座

民
問
1

砂
医
学

川
内
町
の
ス
ポ
ー
ツ
の
指

導
的
立
場
に
あ
る
方
や

ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
団
員
の
家
族

を
対
象
に
ス

ポ
ー
ツ

医
学
講
座
を
開
催
し
ま
す

。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
発
生
す
る
事
故
等
に
対
し
て
、

適
切
な
応
急
処
置
が
で
き
る
よ
う
知
識
・
技
能
を
身

に
つ
け
る
も
の
で
す

。

2 月 26 日制 19: 30~

3 月 6 日休:) 19:30~ 

3 月 13 日休:) 19:30~ 

き口 と

川内町中央公民館第 1 会議室

「けがが起こった場合の適切な応急処置の仕方」

「けがを最小限におさえる指導のあり方」

「指導する際に指導者として心がけるべきこと 」

「応急処置の実技指導」

口 ところ

，.，.明

主筆口内

0愛媛大学医学部整形外科教室

助手石丸公平先生

0愛光学園教諭

石橋智之 先生 ( 2 月 26 日のみ)

師口講

口問い合わせ先

教育委員会合 966-4721 (有) 5911

圏EE霊童置

⑧⑧ 
⑩⑨⑧ 

ー

テ
ー
マ
|

口研修コース

①花き農業者対象の専門技術コース六輔氏 (放送タレン ト )7]く師口講

②一般県民対象の花づくりコース

口とき

平成 9 年度 1 年間 (随時開催)

3 月 19 日休) 午後 1 時半開演

松山市総合コミュニティセンター

文化ホール (キャメリアホール)

き

口 ところ

口 と

口 ところ

花き総合指導センター (重信町下林)
料

口主催及び問い合わせ先

愛媛十全医療学院 fi966-4573

毎口入場料

口申込期間

3 月 1 日 ~3 月 30 日

口問い合わせ・申込先・申込方法など

詳細については、

花き総合指導センタ- fi 964-5867 

愛媛県・松山市・川内町

NHK松山放送局・愛媛新聞社

いよぎん地域経済研究セ ンタ ー

t歪口後

A 
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口有線電話異動 口こみ収集日程 口戸籍の窓

= 川内町有線放送電話の加入者異動のお知らせ ( 1 月中) =

| 脱退休 止 |
中 土 寺市 高土 高土
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太蔵t佐

宮 966-4989 有線 3 1 30口清掃センター3月ごみ収集計画表

収集曜日 収 集 地 域 収集日又は収集変更 日

月 ・ 木
東谷 ・ 西谷 (井内を除く )

3 月 20 日 (木) は
土谷 ・ 滑川 ・ 天神 ・ 鳥の子 ・ 横灘団地

均ムーー

木 井内
3 月 21 日 (金) に収集します

火・金 北方 ・ 南方

週
火 奥松瀬川

変更なし

水・ 土
円IJ松瀬川 (鳥の子を除く )
町筋(天神を除く)

00000 もえI~ごò'f 00000 

xxxxx ちえ，怠いごみ ・粗大ごみ xxxxx

~X 集 地 域 ガフス・空ビン類 空き缶等金物類 粗大ごみ

東告 ・ 西奇 (井内を除く )
3 月 1 0 日 ( 月 ) 3 月 24 日 ( 月 ) 3 月 1 7 日 ( 月 )

天神・鳥の子 ・ 横灘団地

北方 ・南方 ・ 奥松瀬川 3 月 11 日 (火) 3 月 25 日 (火) 3 月 1 8 日(火)

前松瀬)1 1 (鳥の子を除く )
3 月 12 日 (水) 3 月 26 日 (水)

町筋(天神を除く) 3 月 19 日 (水)

井内 ・ 土谷 ・ 滑川 3 月 1 3 日 (木) 3 月 27 日(木)
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24時間体制

川内町在宅
介護支援センター
n966-6250 

お気軽にご相談くだ さし、。

見なおしませんか
あなたの生活習慣

平成 6 年の統計によると、日本人の死因の第 1 位は「がん」。

「心臓病」と「脳卒中」を併せたいわゆる 3 大成人病のうち 、が

んだけは毎年 、総死て者数に占める割合が増えています。 年齢

別でも、 40"-'60歳代のいわゆる壮年期を迎えた人のがん死亡率

の高さが目立ちます。 一家を支えるべき人が病に倒れたら 、 その

影響は計リ知れません。成人病は、毎日の生活習慣が深<関係

しています。 家族など周リの人と一緒に日ごろの生活を振り返

り 、 改める点があったら改善していくように心掛けましょう 。

砂場所健康センタ-2 階 砂持参品母子健康手帳、 体温計

ワクチン名 日 時 対象児と注意事 項

1 歳~7 歳 6 カ 月 の者

一種混合
3 月 5 日(水) *百 日 ぜきにかかったことのある方は二種混合(ジ

午後 2 時~3 時

-子育て教室
砂日 時 3 月 1 8 日 (刈午前 9 時30分~ 1 2時

砂場所健康センタ -2 階

砂対象児 平成 7 年 1 月 ~3 月生まれの 2 歳

児とその保護者

砂 内 容 お話と親子遊び、 手作りおやつの

試食、 身体測定、 育児相談

砂持参品 母子健康手帳

アンケー卜(事前に送付します)

フテリア・破傷風)を受付で申 し出て受けてくだ

さし、。

-乳幼児健康相談
砂日 時毎週水曜日 午前 9 時~12時

砂場所健康センター 1 階

砂持参品 母子健康手帳

砂内容身体測定、 育児相談

妊婦の方、 乳児をもっ保護者の方へ…お知らせ

母子健康手帳交付時に、差し上げた別冊(ピンク)の 『妊婦 ・ 乳児一般

健康診査等受診票』 、 『妊婦超音波検診受診票』 が 、 平成 9 年 4 月 1 日 から

新しい受診票にかわります /

女 4 月 1 日 以降に 、 母子健康手帳交付をうける方には、新しい受診票を

お渡しします。

*既にお手元に受診票をお持ちの方は、お手元の受診票で、 4 月 1 日

以降も継続してご利用できます。

o ご不明な点がございましたら 、 下記までご連絡 く ださし、。

連絡先: 川内町健康センタ - ft 966-2191 

A 



3 月の当番医 I 
口当番医 口健康相談 口健康講座 口犬

[診療時間]

午前 8 時30分

午後 5 時30分

日 曜 当 番 医 住 所 電話

2 日 ( 日曜 日 ) 藤石病院 重信町志津川 964-1234 

9 日 ( 日曜日 ) 中川病院 松山市南梅本町 976-7811 

1 6 日 ( 日曜日) 八木耳鼻咽喉科皮膚科 重信町牛浜IJ 964-5400 

20 日 (春分の印 目立療養所愛媛病院 重信町横河原 964-2411 

23 日 ( 日曜日) 辻井循環器内科IJ \児科 重信町田窪 964-0013 

30 日 ( 日曜日 ) 増田整形外科 松山市南梅本町 970-2020 

-
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[ 健康講座 I 

-健康づくり講座

『あなたの耳は大丈夫… ? .o

~難聴をきたす病気について~

講師/愛媛大学医学部耳鼻咽喉科

之先生孝

健康センタ -2 階

集団指導室

原f案

砂日 時

砂場所

犬の登録と狂犬病予防注射
のお知らせ不用犬引き取り 得邑/ク

野犬買い上げ みどへ~ 飼われている犬の予防注射 (毎年受け

ること)と登録(生涯一度)を下記のとお

り実施します。 なお料金、詳細な日程は

3 月号でお知らせします。

毎週月曜日午前 8 時30分~ 1 0時

健康センター

印鑑、登録をしている犬は鑑札

狂犬病予防注射済票

砂 日時

砂場所

砂持参品
4月 22日 .23日 . 24日 .25日の4日間

A 
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第 2 分団
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寸
，

気になる

~揚神社のクスノキ~

揚神社のクスノキは、目通り 7.8m 、高さ

36m で 、 町内のクスノキでは一番大きい。

樹勢も旺盛で少しも衰えを感じさせないこ

の木は、下から仰ぎ見ると崇高で威厳があり

ます。 この木を切ろうとした人が不幸になっ

たという言い伝えがあるのもうなづけます。

春には 、 「お天王さんJ (春祭リ ) でにぎわ

う揚神社ですが、悠久の時を生き抜いてきた

この木は 、そんな人間の営みをやさ し く見

守っているようです。
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